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研究成果の概要（和文）：動物園動物の生活環境の向上を図る動物福祉を達成するための技法である環境エンリッチメ
ントを実施した際、従来短期的な効果測定がほとんどであるが、動物にとっての効果は中期的長期的なものもある。こ
れを測定し実用に移すために樹上性のリスザル集団に対して、樹上性の生活様式を引き出す立体的生活環境を作り、1
週間単位の短期、1ヶ月・２ヶ月後の中期、１年・２年後の長期の環境利用についての観察を行ったところ、短期的効
果ももちろん見られたがそれ以上に中期、長期にわたる安定的効果がみられた。このような当該動物種の生活様式の根
幹をなすエンリッチメントは長期に亘って持続的効果が期待できることが実証された。

研究成果の概要（英文）：Implementing the environmental enrichment program for achieving animal welfare of 
improving zoo animals' living environments, measuring short-term effects are mostly as usual. There also 
exist long- or middle-term effects on animals. Long-, middle- or short-term effects of 3-D living 
environment producing arboreal life on a group of squirrel monkeys of Yumemigasaki Zoological Park in 
Kawasaki are measured and compared. The results revealed that also short-term effects exist, the effects 
continued stably for long- and middle-term. It is proved that the environmental enrichment for a basis of 
given animal species' life styles such as this study can be expected for producing long-term or life-long 
effects.

研究分野： 比較認知心理学・動物福祉学

キーワード： 動物福祉　環境エンリッチメント　行動学　実験系心理学　動物生理学　動物園動物　中長期的研究
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１．研究開始当初の背景 
 現代動物園の有する社会的機能は、①娯楽、
②教育（生物・環境教育）、③種の保全、④
研究の４つであると言われている。特に、②
教育、③種の保全の機能については、世界自
然保護連合（IUCN）が 1990 年に発表した
「世界環境保全戦略」の中で動物園・水族館
を「種の保存・遺伝子の多様性の保存、また
環境教育の面で貢献出来る」施設であると位
置づけしたことに大きく影響を受けている。
動物園がその掲げる機能を達成させるため
には、珍しい野生動物をただ単に生きた状態
で展示するだけではなく、活き活きとした姿
で飼育・展示する必要がある。つまり単に生
きている状態の保証（これを身体的幸福
(Physical well-being)という）だけではなく、
活き活きとした心的状態をも保証（これを心
理的幸福(Psychological well-being)という）
しなければならない。このことを達成させる
具体的な方策が環境エンリッチメント
(environmental enrichment)と言われる飼
育環境の改善のあり方である。環境エンリッ
チメントがうまく行われることは、動物の生
活の質(Quality of Life, QOL) の向上を図る
ことになり、それは動物福祉 (animal 
welfare)がうまく達成されたと言える。動物
福祉とは、動物の利用を前提とするが、動物
を倫理的配慮の対象として捉え、利用の際の
苦痛などを最小限にするなど、動物の生活の
質の向上を図ることとされる。動物に対する
福祉的配慮がなされた飼育環境、つまり当該
の動物にとって意味ある豊かさを備えてい
る飼育環境で活き活きと生活している状態
にある動物を介してこそ上述の４つの機能
が意味あるものであるといえる。 
 
２．研究の目的 
動物園という人工的な環境にあっても、そ

の動物種が本来有している生活様式を保証
すべきであるという前提に立ち、環境エンリ
ッチメントという方策を用いて、動物園との
研究協力により、動物園という人工的な環境
にあっても、よりよい飼育環境の下で、より
本来的な生活様式を再現し、本来あるべき動
物の行動パタ－ンを発現させる活き活きと
した状態で野生動物を飼育展示することを
目指した。また、近年その意識が高まりつつ
ある動物園での飼育環境エンリッチメント
とは、見た目が自然に擬するとか、施設の単
なる改修とか、また無目的な複雑化とかでは
なく、一見人工的に見える施設であっても、
動物本来の行動パタ－ンを引き出せる機能
を有していれば適正な飼育環境エンリッチ
メントであるといえる。一方実際に環境エン
リッチメントが達成されているのかどうか
の客観的評価は現場では困難であったが、平
成 21～23 年度に実施した基盤研究(C)で、現
場の飼育員が使える簡易型行動観察評価法
の策定に至り、現場での客観的評価も可能と
なった。そこで本研究では、次段階である動

物園動物の飼育環境に対する有効な環境エ
ンリッチメント実施についての効果的な実
施期間や実施時期や実施対象の特性などを
策定することを目的とした。つまり、動物園
動物に対する環境エンリッチメントの実施
の効果的な年間計画策定の実用化を目指す
ものである。動物園で飼育されている野生動
物の本来的な行動パタ－ンを適切に来園者
に見せるための環境の整備を効率よく行う
ことができることで、動物園における環境エ
ンリッチメント活動の実践に高く寄与でき
る成果をもたらすことができる。 
 
３．研究の方法 
（1）平成21～23年度に実施した基盤研究(C)
では、環境エンリッチメント実施効果の評価
法を策定した。その評価法はＰＤＣＡサイク
ルにおけるＣ(Check)に相当するが、本研究
では次段階のＡ(Action)実施のための効果的
実施計画を策定する。そのために連携関係に
ある動物園で飼育・展示されている霊長類を
実験対象として、特に代表的で実施の必要性
も高い物理的環境エンリッチメントの実験
を中心に行い、実験対象動物種と環境エンリ
ッチメントの内容などとの関連で行動デ－
タ等を解析し、環境エンリッチメントを実施
した際の効果およびその保持期間を見極め、
対象動物種に対する環境エンリッチメント
の実施についての実施期間を含めた実施計
画を策定のための、飼育動物の飼育環境の効
果的な変化の創出期間を測定した。 
（2）2014 年６月現在で、JAZA に加盟して
いる関東地方の動物園・水族館のホ－ムペ－
ジを検索し、そこから mission statement を
抽出する作業を行った。ただし、明らかに
mission statement を掲げている園館はほと
んどなかったが、キャッチフレ－ズや基本理
念、基本方針を掲げている園館、沿革や概要
などとしてその園館の来歴とともに方針な
どを記載している園館などは多くあったの
で、それらは mission statement に相当する
ものを記載していると判断した。 
上記 mission statement が認められた園館か
ら、日帰りで行ける東京都、神奈川県、埼玉
県にある園館を選定し、実地踏査し、来園者
の観点から mission statement に示されてい
る内容が反映されているはずの動物の展示
や施設の工夫が、来園者として理解できるよ
うなものであるかどうか、つまり mission 
statement と施設・展示との整合性を検討し
た。 
（3）仮親育雛は、鳥類の増殖において、種
親の繁殖成功率を高めることから有用にな
りうる手法である。本研究では、飼育下繁殖
において仮親を計画的に活用するために必
須となる、種親の産卵に合わせて仮親の抱
卵・育雛行動を誘発する簡便な手法の検討を
行った。 
（4）東京都は 2001 年からカラスの捕獲と生
ゴミ対策事業を実施しており、その被害軽減



に努めている。この事業では急速に数を減ら
すことが優先され、カラスの生活史は不明な
ままである。そこで都心公園内に位置する上
野動物園(2001 年 5 月～2003 年 3 月、1,330
羽)と、郊外雑木林内にある雪印こどもの国牧
場(2003 年 4 月～2005 年 3 月、3,496 羽)で
捕 獲 さ れ た ハ シ ブ ト ガ ラ ス (Corvus  
macrorhynchos japonensis)を用いて、月別
捕獲数とその構成(成幼、性別)を比較し、カ
ラスの生活史解明の一助とした。 
 
４．研究成果 
（1）飼育環境の変容がリスザル(Saimiri sp.)
の行動に与える影響の実験的分析：野生のリ
スザル(Saimiri sp.)は、樹上性であるが、飼
育下では必ずしもその生活様式が再現され
ている訳ではない。本研究では、リスザルの
樹上生活性を引き出すことのできる構造物
の条件およびその中長期的な効果を探り、実
際に動物園において効果的な物理的環境エ
ンリッチメントを実施することを目的とし
た。実験は、既存構造物のみのコントロール
条件、屋外部分の金網部分に沿って、床面か
らの高さ 1.8ｍの位置に木製の回廊を設置し
た条件 1、条件 1 にさらに消防ホースを斜め
方向に張った条件 2 を設定して行った。実験
の結果、条件 1 から条件 2 へと条件の進行に
伴って、回廊を含む高層部の利用が増加し、
床面の下層部の利用の減少傾向が示された。
回廊の利用は、移動するよりもむしろ滞在す
ることが多かった。さらに、回廊設置後１年、
２年、３年目の定期的観察を行ったところ、
高層部の回廊の利用度は低下せず、リスザル
が本来的に有する樹上性の生活様式を引出
すようなエンリッチメントの装置に対する
反応性は長期間に亘って維持されるもので
あることが示された。 
（2）動物園・水族館の mission statement
は展示に反映されているのか：少なくとも欧
米の動物園・水族館では、各施設ごとに
mission statement を明確に表明し、それを
ホ－ムペ－ジ上に掲載し、それに呼応する活
動を行っている。我が国の動物園・水族館に
おいても、同様に mission statement を掲げ
それに即した展示等の活動を行っているの
であろうか。JAZA(公益社団法人日本動物園
水族館協会、Japanese Association of Zoos 
and Aquariums)加盟の関東地方に所在する
動物園・水族館の内、動物園の 33％、水族館
の 46％にしか mission statement は確認さ
れず、非常に低いものであった。またその中
から東京都、神奈川県、埼玉県にある園館を
選定し、mission statement と展示との関係
を来園者の立場で検証することを目的に、実
際に 来園して 体験した 結果、 mission 
statement で掲げられている内容は比較的容
易に感じ取ることができたが、今後はさらに
調査対象を広げ、かつより科学性の高い分析
を行うことにより、日本の動物園・水族館に
おける mission statement の現状と展示等の

あり方などの関係性の分析を行う方向性も
示唆された。 
（3）鳥類の繁殖における仮親の活用に向け
た擬卵による抱卵・育雛行動の誘発：キンカ
チョウ(Taeniopygia guttata) 4 ペアを種親、
ジ ュ ウ シ マ ツ (Lonchura striata 
var.domestica) 4 ペアを仮親のモデルとして
用い、キンカチョウの産卵開始後にジュウシ
マツの巣に擬卵を設置することで就巣行動
を誘発した。全てのジュウシマツにおいて、
擬卵の設置のみで就巣行動が誘発され、キン
カチョウの卵を預けられた。独立ち成功率は
平均 56.3±10.7%であったが、この結果は 1
羽も育て上げられなかった 1ペアと独立ち成
功率 75.0±8.3%であった他のペアに二分され
ていた。また成功しなかったペアにおいては、
擬卵設置後の抱卵開始日が 4.33±0.14 日目で
あり、他のペアにおける 0.96±0.15 と比較す
ると著しく遅かった。本研究結果は、擬卵を
用いた人為的な就巣誘発は仮親育雛におい
て利用可能であることを示している。同時に、
擬卵に対する行動から仮親候補への本手法
の適用可能性を事前に判断することで、最終
的な育雛成功率の精度を向上させることが
可能であると考えられる。擬卵を用いた本手
法により、鳥類の繁殖における仮親の計画的
な活用が容易になることが期待される。 
（4）都心と郊外のトラップで捕獲されたハ
シブトガラスの月別捕獲数とその構成の比
較：月別捕獲数は、都心では 9 月をピークと
する変動が見られた。一方郊外では 4 月のピ
ーク後、5～7 月に減少、8 月以降再び増加す
る傾向を示した。都心の 9 月のピークはほぼ
全て幼鳥が占め、成鳥は年間を通じて少なか
った。対照的に、郊外の 4 月のピークは大半
が成鳥で、幼鳥は成鳥がほとんど捕獲されな
くなる 8～11 月に多数捕獲された。全捕獲個
体の成幼比は、都心で成鳥 20.9%：幼鳥 79.1%、
郊外で成鳥 43.9%：幼鳥 56.1%と、明らかな
地域差が見られた(χ２＝170.3、p＜0.01)。捕
獲カラスの性比(100×♂/♀)は都心(77.6)、郊外
(97.5)ともにメスが高かったが、都心の方が
より偏りが大きかった(χ２＝12.6、p＜0.01)。
都心では、成鳥は生ごみなどの豊富な餌資源
と確立されたなわばりを有することからト
ラップにかかりにくく、親から自立し始めた
幼鳥、特に競争に弱いメスが捕獲されやすい
ことが推測された。一方郊外では、自立過程
の幼鳥とともに、繁殖期の成鳥も多数捕獲で
きることが示唆された。このように都心と郊
外では捕獲効果が異なることから、生息地の
地域特性を考慮に入れた管理計画立案が必
要であることが示唆された。 
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